
★マクロを有効にして、入力支援を活用する方法
このExcel様式を開いた際に、セキュリティ警告と併せて「コンテンツの有効化」という選択ボタンが表示されます。
これをクリックすることで、マクロによる入力支援が作動するようになります。
※入力支援が必要ない場合については、コンテンツを有効化しないようにしてください。

なお、以下のような警告が表示された場合には、以下のとおり対応してください。

①一度、Excel様式を閉じてアイコン上で右クリックをし、プロパティを開く。
②全般タブのセキュリティの項目について、「許可する」にチェックを付け、適用をクリック。
その後、再度Excel様式を開くと前頁の操作ができるようになります。



また、「コンテンツの有効化」という選択ボタンが表示されない場合には、以下のとおり対応してください。（エクセルのバージョンによっ
て、画面が異なる場合があります。）
①ファイルのオプションをクリックする。
②「リボンのユーザー設定」で、「開発」に☑を入れて「OK」をクリックする。
③②の操作をすると「開発」のタブが表れるため、「開発」をクリックし、「マクロのセキュリティ」をクリックする。
④「警告して、VBAマクロを無効にする」を選択して「OK」をクリックする。
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★セルの数式の変更や行の挿入をしたいが、ロックが掛けられていて編集できない場合

数式の変更や行の挿入を行いたい場合には、以下のとおり作業をお願いします。

校閲タブを選択し、「シートの保護を解除」を選択。

このExcel様式では、数式が組み込まれており、基本的に変更されることが想定されないセルにおいて、セルのロックが掛けられてい
ます。
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